
大
谷
大
学
図
書
館
蔵

越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記

に
つ
い
て

略
解
題
と
翻
刻

菊

池

政

和

本
稿
は
、
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
平
成
20
年
度
一
般
研
究

近
世
仏
教
文
化
文
献
の
基
礎
的
研
究

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
石
橋
義
秀

教
授
を
研
究
代
表
者
と
し
て
調
査
を
進
め
た
研
究
成
果
の
一
部
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。〔
石
橋
班
〕と
し
て
は
す
で
に
、
二
〇
〇
九
年
三

月
一
三
日
に
そ
の
研
究
成
果
中
間
報
告
書
を
公
刊
し
、
調
査
を
進
め
た
文
献
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
解
題
を
付
し
、
そ
の
他
の

も
の
に
つ
い
て
は
基
礎
書
誌
デ
ー
タ
と
し
て
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る

越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記

の
書
誌
調
査
は

本
井
牧
子
氏
（
筑
波
大
学
助
教
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
本
井
氏
に
よ
る
そ
の
書
誌
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

整
理
番
号

餘
大
７
１
４
１
（
林
山
文
庫
）

写
本

袋
綴
装

一
冊

法
量

縦
二
一
・
二
糎
、
横
一
五
・
六
糎

匡
郭

な
し

版
心

な
し

表
紙

共
紙

半
葉
七
行

十
八
字
前
後
詰

漢
文
体

全
十
四
丁
（
含
原
表
紙
）
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は
じ
め
に

越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記

（
以
下

小
女
感
応
記

と
略
称
）
の
慷
慨
を
記
す
。

越
後
蒲
原
郡
金
津
の
羽
生
田
村
に
伝
吉
と
い
う
医
者
に
天
性
孝
心
の
娘
が
あ
っ
た
が
、
に
わ
か
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
し
か
し
体
は
温
か

で
あ
り
、
時
折
悲
喜
の
声
を
上
げ
て
六
日
目
に
蘇
生
し
た
。

娘
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
命
終
え
て
黒
暗
処
を
通
り
抜
け
る
と
十
五
六
歳
く
ら
い
に
見
え
る
化
僧
に
出
会
っ
た
。
そ
の
僧
か
ら
も
ら

っ
た
樒
を
哺
ん
で
つ
い
て
い
っ
た
。
や
が
て
現
れ
た
宮
殿
の
麗
し
さ
に
歓
喜
の
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
堂
中
に
は
数
多
の
僧
が
い
た
が
従
弟
の
僧

も
混
じ
っ
て
い
た
。
そ
の
名
を

木
端

と
い
い
、
禅
寺
で
修
行
し
た
が
七
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
木
端
は
父
母
が
悲
歎
す
る
か
ら
帰

れ
と
言
う
が
、
自
分
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
叫
び
声
を
あ
げ
な
が
ら
逃
げ
隠
れ
た
が
つ
い
に
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
再
三
還
る
よ
う

に
言
わ
れ
た
が
、
今
度
は
帰
り
道
が
わ
か
ら
な
い
。
化
僧
か
ら
授
か
っ
た
八
句
の
陀
羅
尼
は
帰
路
を
弁
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
帰
路
、
石
を

荷
う
嬰
児
た
ち
、
河
に
お
ぼ
れ
る
者
、
火
に
焼
か
れ
る
者
、
流
れ
る
刃
に
身
を
切
り
裂
か
れ
る
者
、
だ
ん
だ
ん
細
く
な
る
橋
を
渡
ら
さ
れ
落

ち
て
猛
火
に
焼
か
れ
る
者
、
熱
湯
の
大

に
入
れ
ら
れ
る
者
な
ど
を
見
た
。
こ
れ
ら
は
他
の
命
を
奪
う
よ
う
な
大
罪
を
犯
し
た
も
の
の
受
け

る
苦
し
み
で
あ
っ
た
。
小
罪
で
あ
っ
て
も
必
ず
そ
の
報
い
は
来
る
も
の
だ
と
聞
か
さ
れ
、
自
分
自
身
も
そ
の
報
い
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
こ
で
か
の
僧
が
言
う
、
人
界
に
還
っ
た
ら
三
宝
を
念
じ
、
出
家
の
所
有
す
る
三
衣
を
洗
う
べ
し
と
。
こ
う
し
て
息
を
吹
き
返
し

た
の
で
あ
っ
た
。

娘
は
語
り
終
わ
る
と
、
さ
ら
に
、
伯
父
に
対
し
て
博
奕
の
罪
を
懺
悔
し
て
三
宝
に
帰
せ
よ
と
勧
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
遠
近
の

村
人
た
ち
の
わ
が
先
祖
の
生
ま
れ
処
に
つ
い
て
娘
に
尋
ね
る
と
こ
ろ
と
も
な
り
、
大
変
な
評
判
と
な
っ
た
。

以
下
、
越
後
正
福
寺
住
円
策
の
評
釈
が
続
く
。
円
策
は
小
女
の
こ
の
話
を
自
分
の
弟
子
が
直
接
聞
い
た
と
い
い
、
小
女
の
語
る
と
こ
ろ
は

一
見
た
わ
ご
と
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
し
て
、
経
文
等
を
挙
げ
て
そ
の
証
左
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
感
応
譚
を
あ
げ
て

お
き
、
そ
の
後
で
し
か
る
べ
き
証
左
と
な
る
経
典
や
記
録
を
く
ど
い
ほ
ど
掲
げ
る
方
法
論
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
勧
化
僧
と
し
て
生
き
た
肥
後

の
月
感
（
た
と
え
ば
そ
の
著

分
略
四
恩
論

）
や
真
言
僧
・
蓮
体
（
た
と
え
ば

礦
石
集

）
な
ど
に
通
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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小
女
感
応
記

で
は
、
円
策
の
識
語
に
付
け
足
す
よ
う
な
形
で
、
阿
弥
陀
の
奇
瑞
感
応
譚
が
続
く
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
に
わ
か
に

は
決
し
が
た
く
、
こ
こ
で
は
結
論
が
出
せ
な
い
が
、
こ
の
雲
州
西
方
寺
の
縁
起
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
月
感
の
唱
導
録

近

世
善
悪
華
報
録

が
そ
れ
で
、
そ
の
現
存
本
文
に
つ
い
て
の
翻
刻
は
す
で
に
稿
者
に
よ
っ
て
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
注
）
、
こ
こ
に
あ
ら

た
め
て
当
該
の
感
応
譚
を
あ
げ
る
。

近
世
善
悪
華
報
録

巻
下

仏
法
力
益
感
部
第
七
話

焼
念
仏
之
縁

雲
州
大
塔
郡
飯
田
村
西
方
寺
ノ
無
量
寿
ノ
尊
像
ハ
、
御
長
五
尺
計
ノ
座
像
ノ
箔
仏
也
リ

。
古
ヘ

ヨ
リ
コ
ノ
カ
タ
、
霊
験
ア
ラ
タ
ニ
在
ス

ト
云
ヘ
リ
。
昔
シ

同
村
ノ
内
、
西
方
寺
ニ
不

遠
シ
テ
一
ト

人
リ

ノ
土
民
有
リ

。
婢
ノ
中
ニ
一
ト

人
リ

ノ
下
女
ア
リ
。
心
ロ

ヲ
仏
陀
ニ
帰

シ
テ
、
二
タ

心
ナ
カ
リ
キ
。
コ
ノ
下
女
朝

夕
ノ
飯
ヲ
炊
ゴ
ト
ニ
米
才
毛
ヲ
減
シ
テ
、
積
テ
油
一
盞
ヲ
買
ヒ
得
テ
、
灯
明
ニ
カ
ヽ
ケ
奉
リ

ケ
リ
。
大
家
是
ヲ
聞
キ
、
瞋
リ

ヲ

テ
〔
焼
損
〕
ニ
居
セ
シ
時
、
秘
ニ
鉄
箸
ヲ
焼
テ
、
頓
〔
焼
損
〕
ヲ
灸
セ
リ
。
下
女
灸
ヲ
被
ル

ト
イ
ヘ

ト
モ
、
少
モ
不

熱
シ
テ
、
只
ワ
ヅ
カ
ニ
煙
ノ
跡
ノ
ミ
有
リ

ケ
リ
。
下
女
ソ
ノ
翌
朝
西
方
寺
ニ
詣
シ
堂
ニ
入
リ

テ
仏
ヲ
拝
シ
奉
ル
ニ
、
尊

像
ノ
面
ノ
左
ノ
辺
ノ
耳
目
ノ
中
間
ニ
、
二
筋
ノ
火
箸
ノ
灸
ノ
跡
有
リ

テ
、
爛

タ
ル
ガ
如
シ

。
彼
ノ

下
女
是
ヲ

拝
ミ

奉
リ

、
悲
喜

流
シ
テ
下
向
セ
リ
。
見
聞
ノ
諸
人
嗟
嘆
セ
ズ
ト
云
事
ナ
シ
。
ソ
レ
ヨ
リ
已
ノ

来
タ

世
ア
マ
ネ
ク
呼
テ
、
西
方
寺
ノ
焼
金
仏
ト
称
セ
リ
。

乃
チ

件
ン

ノ
下
女
ガ
座
像
、
今
ニ
堂
ノ
端
ニ
有
リ
。

長
二
尺
計
也
。
予
万
治
元
年
ノ
十
月
玉
造
ヨ
リ
発
足
シ
テ
、
帰
国
セ
ル
路
辺
ノ
ユ
ヘ
、
彼
ノ

寺
ニ
詣
シ
テ
直
キ

奉
リ

拝
シ

彼
ノ

尊
像
ハ

キ

紛
レ

太
子
ノ

御
作
也
リ

。
焼
キ
火
箸
ノ
跡
今
ニ
由
ヲ

明
カ

ニ
残
リ
、
彼
ノ

寺
ノ

一
僧
語
テ

云
ク

、
古
来
ノ
縁
記
有
リ

シ
ヲ
（
明
暦

三
丁
酉
）
去
年
ノ
春
盗
賊
ノ
為
メ

ニ
失
亡
セ
リ
。
件
ノ
縁
感
ハ
凡
ソ

八
百
年
已
前
ノ
事
也
ト
云
ヘ
リ
。
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小
女
感
応
記

で
は
、
話
題
の
舞
台
が
西
方
寺
そ
の
も
の
で
、
焼
鉄
箸
を
あ
て
る
の

は
当
寺
の
住
持
で
あ
り
、
あ
て
ら
れ
る
の
は
寺
内
で
給
仕
す
る
老
婆
な
の
で
あ
る
。
焼

鉄
箸
を
あ
て
ら
れ
た
老
婆
の
叫
声
は
叫
喚
地
獄
の
罪
人
に
譬
え
ら
れ
、
身
代
わ
り
と
な

っ
た
本
尊
の
面
か
ら
は
滝
の
よ
う
に
血
が
流
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
の
住
持

は
血
を
吐
い
て
死
ぬ
と
い
う
現
報
を
被
り
、
本
尊
か
ら
は
今
も
血
が
止
ま
る
こ
と
が
な

い
と
書
き
添
え
て
い
る
。

月
感

近
世
善
悪
華
報
録

に
比
し
て
、
格
段
に
そ
の
悲
惨
さ
が
激
し
く
、
聞
く
も

の
を
し
て
リ
ア
ル
な
映
像
世
界
へ
引
き
込
む
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

小
女
感
応
記

は

地
獄
め
ぐ
り
を
題
材
に
、
小
女
を
し
て
そ
の
証
言
者
と
せ
し
め
、
現
実
世
界
と
の
交
通
を
に
な
わ
せ
て
い
る
。
そ
の
リ
ア
ル
さ
は
現
実
の
日

常
世
界
に
異
界
の
行
為
が
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
小
女
が
死
ん
で
宮
殿
の
様
子
を
見
る
場
面
で
は
、

門
中
之
宮
殿
魏
々
ト
シ
テ
光
浄
厳
麗
シ

其
柱
映
徹
シ
テ
宛
モ

如

二
瑠
璃
ノ

之
歓
喜
之
涙

シ

忍
。
其
時
小
女
面

容
流
涙
也

と
あ
っ
て
、
割
注
の
形
で
、
異
界
の
小
女
の
歓
喜
の
涙
が
現
実
の
涙
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
小
女
が
従
弟
僧
木
端
に
よ
っ
て
追
い
出
さ
れ

よ
う
と
す
る
時
に
叫
び
声
を
挙
げ
る
が
、
そ
の
様
子
も
こ
う
示
さ
れ
た
。

彼
僧
呵
シ
テ
云
。
是
非
ス

汝
カ

可

居
之
所
ニ

云
已
テ

覚
フ

推
出
ス
ト
之
。
其
時
小
女
大
ニ

叫
フ

。
其
声
亦
出

小

女
ノ
死
骸
ヨ
リ

こ
の
よ
う
な
例
は

小
女
感
応
記

で
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
円
策
の
評
解
中
、

感
応
伝

を
ひ
き
あ
い
に
安
義
の
業
報
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
瘡
を
生
じ
た
こ
と
を

殺
生
の
華

と
す

る
。

華

は
「
華
報

を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
華
報
と
は
、
果
報
の
前
段
階
と
し
て
の
業
報
を
い
う
。
華
開
い
て
の
ち
果
が
実
る
と
い
う
因

果
の
あ
り
方
に
則
る
も
の
で
、

涅
槃
経

で
は
阿

世
の
業
報
を
か
く
あ
ら
わ
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

華
報

と
い
う
慨
念
の
あ
り
方
に
つ

越後蒲原群少女感応記について



い
て
、
近
世
的
な
信
仰
の
俎
上
に
載
せ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
唱
導
世
界
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、
月
感
の

華
報
録

と
と
も
に

え
て
み
た

い
と
こ
ろ
だ
。

以
上
、

小
女
感
応
記

に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
な
所
見
を
草
し
た
。
当
地
に
伝
わ
る
伝
吉
伝
説
と
の
関
係
や
、
円
策
の
評
の
中
で
引
き
合

い
に
出
さ
れ
た
文
献
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
を
積
み
残
し
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
注
）
拙
稿

阿
蘇
江
善
寺
蔵

近
世
善
悪
華
報
録

研
究
と
翻
刻

（
石
橋
義
秀
・
寺
川

知
夫
・
廣
田
哲
通
・
三
村
晃
功
編

仏
教
文
学
と
そ
の
周
辺

和

泉
書
院
・
一
九
九
八
年
刊
）

【
凡
例
】

一
、
翻
刻
文
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
文
字
を
用
い
た
。
た
だ
し
、

な
ど
一
部
に
つ
い
て
不
統
一
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
私
意
に
て
句
点
を
施
し
た
。

一
、
虫
損
な
ど
の
理
由
で
判
読
不
能
箇
所
は
■
と
し
た
。

一
、
当
て
字
と
思
わ
れ
る
も
の
で
明
ら
か
な
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
正
し
た
。
例
：

漠
大

…

莫
大

一
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
・
省
文
は
、
次
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

…
シ
テ

…
州

…
野

…
出

…
無

…
歓

…
貌

…
呵

勺
…
句

…
羅

…
因

…
悪

…
沈

…
挙

…
熱

…
雖

…
聞

…
勢

…
帰

…
事

…
奕

…
徳

…
穢

…
肉

…
契

…
教

…
風

…
厚

采
…
採

一
、
翻
刻
に
続
き
、
私
に
訓
読
を
試
み
た
。
併
せ
て
参
照
願
い
た
い
。
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越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記

越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記
全

小
女
感
応
記

越
之
後
州
蒲
原
郡
金
津
保
羽
生
田
村
ニ

有

野
夫
医

其
名
云

伝
吉
ト

有

一
男
一
女
子

男
子
者
自

幼
歳
ニ

為

出
家
ト

女
子

者
天
性
有

孝
心

為
メ
ニ

人
所

知
ル

也
。

元
禄
第
八
己
亥

十
二
月
廿
日
女
子
切
死
。
然
ト
モ
心
温
ニ
シ
テ
而
時
々
出

悲
喜
之
声
ヲ

故

ニ

不

葬
之
。
経
テ

六
日
ヲ

而
忽
チ

蘇
ル

身
体
如

平
日

恙

。
語
テ

父
母
ニ

云
。
我
レ

臨
テ

欲
ニ

命
終
ン
ト
見
（
１
・
オ
）
一
ノ

黒
闇
処
ヲ

漸
ク

行
ク
ニ
出

曠
茫
タ
ル
野
辺
ニ

忽

ト
シ
テ

見

於
化
僧
ヲ

如

十
五
六
歳
之
人
ノ

彼
ノ

僧
女
ニ

与

一
ノ

怪
物
ヲ

形
如

束
束

樒
葉
一
枚
ヲ

令

哺

之
。
又
有

一
樹

名

毘
蘭
ト

欲
ス

折
ン
ト

小
枝
ヲ

而
見

其
梢
ヲ

懸
タ
リ

人
ノ

皮
ヲ

故
ニ

怪
ミ

恐
テ

而
不

折
ラ

而
後
チ

漸
ク

進
ニ

忽
チ

僧
俗
男
女
三
百
有
余
自

諸
所
リ

集
テ

而
皆
僧
ヲ

為

先
達
ト

趣
キ

向
フ
ニ

見

有
ヲ

宮
殿

前
ノ

化
僧
迎

四
十
人
ヲ

入
ラ
シ
ム

于
門
中
ニ

小
女
モ

其
一
リ

也
。
門
中
之
宮
殿
魏
々
ト
シ
テ
光
浄
厳
麗
シ

其
（
１
・
ウ
）
柱
映
徹
シ
テ
宛

モ

如

瑠
璃
ノ

之
歓
喜
之
涙

シ

忍
。
其
時
小
女
面

容
流
涙
也

於
其
堂
中
有

数
多
ノ

僧
俗

皆
微
笑
之
貌
ハ
セ

也
。
其
ノ

中
ニ

有

従
弟
ノ

僧

号

木
端
ト

此
僧
本
羽
生
田
村
浄
福
寺
禅
宗

也

某
甲
之
子
弟
ニ
シ
テ
而
苦
行
精
進
之
人
也
。
七
年
以
前
逝
去
ス

今
在
リ

其
堂
中
ニ

語

小
女

ニ

云
。
汝
何
ソ

至
レ
ル

于
此
ニ

父
母
悲
歎
ス
ル
コ
ト
甚
シ

速
ニ

帰
リ

去
レ
ト
云
云
。
小
女
答
云
吾
不

計
来

如

是
厳
浄
ノ

国
土
ニ

願

ク
ハ
欲

留
住
ン
ト

也
。
彼
僧
呵
シ
テ
云
。
是
非
ス

汝
カ

可

居
之
所
ニ

云
已
テ

（
２
・
オ
）
覚
フ

推
出
ス
ト
之
。
其
時
小
女
大
ニ

叫
フ

其
声
亦
出

小

女
ノ
死
骸
ヨ
リ

強
テ

欲

隠
レ
ン
ト

檐
ノ

下
ニ

無

所
止

無

是
非

而
出
門
已
ヌ

其
時
亦
遇

前
化
僧
ニ

而
語
レ
ハ

木
端
呵
青
ノ

之
語
ヲ

化
僧
ノ

云
。
如

是
速
ニ

去
レ
ト

云
云
。
依

之
欲
モ

還
ン
ト

父
母
之
所
ニ

而
不

知

路
ヲ

時
ニ

化
僧
授

八
句
之
陀
羅
尼
ヲ

云
。
誦

此

神
呪
ヲ

者
速
ニ

弁
ン
ト

帰
路
ヲ

焉
。
依

之
持
ツ

神
呪
ヲ

一
遍
ニ
シ
テ
而
覚

之
。

又
門
ノ

傍
ラ
ニ
有

一
閣

於
テ

其
中
ニ

見

僧
俗
遊
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戯
ス
ト

小
女
問

之
化
僧
ニ

云
是
生
ス
ル

人
界
之
（
２
・
ウ
）
国
守
及
以
長
者
之
家
ニ

福
徳
之
者
也
ト

。
又
赴

一
河
原
ニ

有

数
多

嬰
児

各
荷
フ

石
ヲ

因
テ

問

僧
。
答
云
。
荷

石
者
一
日
或
有

一
度
ノ

者
二
度
ノ

者
十
度
者

亦
有

自

遠
山

荷
ヒ

来
ル

者
近
山
之

者

是
依

前
業
之
厚
薄
ニ

而
已
。
又
復
於

其
中
ニ

小
女
有

従
弟
挽
ケ
ル

腰

者
荷
テ

石
而
自

山
麓

来
ル

見

不

得

進
コ
ト
ヲ

而

悲
ヲ

其
時
小
女
挙

声
啼
泣
ス

小
女
ノ

死
骸

ニ

有

叫
声

而
シ
テ
後
チ

忽

シ
テ
一
山
為

猛
火
ト

彼
僧
以

錫
杖
ヲ

救
之
。
漸
ク

（
３
・
オ
）
一
両
人

入

於
福
中
ニ

小
女
問

其
故
ヲ

化
僧
答
云
。
入

吾
福
中
ニ

者
ノ
ハ

人
界
ノ

父
母
兄
弟
等
為

追
善
ヲ

者
也
。
属
等
作

悪
而
不

顧

亡
者

族
ラ

多
シ

故
不

入

吾
手
ニ

者
多
也
。
又
復
小
女
カ

従
弟
或
日
有

欲
フ

赴
ン
ト

新
潟
ニ

而
溺
レ
テ

水
ニ

死

亦
見

其
相

小
舟
二
艘
組
合
テ

欲
シ
テ

渡

河
覆
ハ
ス

舟
ヲ

。
叫
而
入
レ
ハ

河
中
ニ

見

数
多
ノ

小

ヲ

其
頭
上
ヲ

或
見

二
人
三
人
所
シ
テ

繫
カ

沈
ム

者
忽
チ

火
燃
テ

焼
失
ヲ

或
見

大
勢
挙
テ

声

河
ノ

上
ニ

（
３
・
ウ
）
刃
流
テ

而
段
々
切
割
ヲ

或
有

罪
人
大
キ
ニ
叫
声
ノ

下

ニ

猛
火
起
テ

尽
シ
テ
焼

或
見
有

大
ナ
ル
橋

牛
頭
馬
頭
ノ

之
鬼
逐
テ

諸
罪
人
ヲ

令

渡
ラ

橋
漸
々
細
ク

成
。
終
ニ

橋
折
レ
テ
没
入
ス
レ
ハ
亦

猛
火
燃
来
ニ

焼

罪
人
ヲ

或
見

大

中
ニ

熱
湯
充
満
セ
リ
。
黒
色
ノ

大
鬼
焼
キ

火
湧

湯
。
罪
人
従

空
倒
マ
ヽ
ニ

落
レ
ハ

中
ニ

熱
洋
鉄

終
ニ

涸
シ

罪
人
被

イ
ラ

如

黒
炭
ノ

時
ニ

忽
チ

火
起
テ

焼
尽
ヲ

其
時
鬼
向

吹

息
。
熱
鉄
如
本
湧
ク

苦
相
同
前
。
又
有

大
ナ
ル

男

為
メ
ニ

小
童
ノ

被
ル

（
４
・
オ
）
刃
殺

僧
語

小
女
ニ

云
。
汝
チ

見
ル
ヤ
否
ヤ

此
大
男
以

口
殺

人
。
故
今
受

如

是
報

小

女
小
罪
モ

亦
受
ル
ヤ

其
報
ヲ

乎
。
僧
答
。
受

之
令
知

其
証
ヲ

汝
去
年
七
月
為

採
薪
ノ

入

山
ニ

時
樹
枝
ニ

有

虫
。
汝
以

小
枝
ヲ

刺
ス

之
。
二
度
シ
テ
而
落

地
。
尤
虫
雖

不

死
悩

虫
之
報
有
。
汝
則
眼
下
口
傍
生

瘡
。
其
現
報
ナ
リ
也
ト

。
小
女
聞

之
且
ツ

驚
キ

且
ツ

怖
ル

依

之
活
而
後
向

鏡

レ
ハ

自
面
ヲ

依
然
ト
シ
テ
生

瘡
焉
。
又
僧
告

小
女
ニ

云
。
汝
チ

還

人
界
ニ

後
チ

（
４
・
ウ
）
勿

放
逸

専
ラ

念

三
宝
ヲ

濯

三
衣

其
功
徳
莫
大
ナ
リ
也
。
勿

捨

濯
衣
之
汁
不
浄
之
地
ニ

又
捨
シ

時
必
三
拝
セ
ヨ

。
捨

川
魚
鼈
啜

其
汁

ヲ

者
従
小
身
転
シ

大
身
ニ

捨
レ
ハ

山
草
木
諸
虫
転

生
終
近

仏
道

云
云
。

来
一
向
誦

陀
羅
尼

欲

還

本
家
ニ

中
路
ニ

又
有

二

鬼
以

呵
責
之
鋒
ヲ

待

罪
人

之
相

其
形
勢
甚
タ

可

怖
。
雖

然
一
心
ニ

如

僧
命
ノ

誦
シ
テ

神
呪
ヲ

過

是
処
ヲ

見
レ
ハ

前
路

ヲ

者
有

一
男
士

向

小
女
ニ

合
セ

掌
語
云
。
吾
ハ

是
奥
（
５
・
オ
）
州
会
津
細
川
七
兵
衛
次
男
才
兵
衛
ト
云
者
也
。
今
月
廿
一
日
ニ

死
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ス

。
然
ル
ニ
某
在

人
世
ニ

貪
欲
無
道
ニ
シ
テ
而
以

二
舛
二
秤
ヲ

虫
損
）

■

惑
於
人
ヲ

更
ニ

不

信

後
世
有
ル
コ
ト

依

之
不

帰

三
宝

ニ

故
忽
赴

地
獄
ニ

汝
チ

有

善
縁

値

帰

人
界
ニ

予
カ

一
ノ

幸
也
。
伝

此
赴
ヲ

吾
本
国
之
眷
属
ニ

為

吾
作

ン
コ
ト
ヲ

追
善
救
苦
之
法
ヲ

者
遣
ム

証
拠
物
ヲ

小
女
不

語
云
。
我
幼
年
也
。
奥
州
不

知

方
角
ヲ

云
何
シ
テ
通
ン

之
。
件
男

ノ

且
ツ

恨
且
ツ

泣
ク

其
時
二
（
５
・
ウ
）
鬼
飛
ヒ

来
テ

提
ケ

去
ル
ト

云
云
。
而
シ
テ

小
女
六
日
而
蘇
息
ス

父
母
悦
テ

而
問

安
不
ヲ

対

シ
テ

父
母
ニ

語

上
事
ヲ

亦
呼

伯
父

告
テ

云
。
公
事
ト
ス

博
奕
ヲ

是
大
罪
也
。
且

壮
歳
之
有
盗

他
之
金
銀
ヲ

削

取
ル
コ
ト
一
女

ヲ

雖

未
タ

死
其
報
有
テ

悪
道
ニ

如

待
ツ
コ
ト

有
カ

速
ニ

懺
悔
シ
テ

而
帰
玉
ヘ
ト

於
三
宝

。
伯
父
聞
而
冷
シ

心

面
ス

依

之

近
里
遠
村
運

歩
人
々
問

先
祖
之
生
処
ヲ

一
モ

不

擬
議

生
平
所
作
之
事
業
死
生
之
年
月
日
時
当
来
之
苦
報
（
６
・
オ
）
随
テ

問
ニ

答

フ

之
。
如

谷
響
ノ

然
ト
モ
十
人
之
内
過
半
言

随

悪
道

其
一
々
之
事
不

遑

枚
挙
ス
ル
ニ

云
云
。
是
予
カ

小
弟
聞

小
女
之
直
説

謄

写
ス
ル
コ
ト
之

如
件
。
雖

然
有

信
ス
ル

之
者

有

誹
之
者

故
ニ

予
評
シ
テ
曰

小
女
之
語
雖

似

言
ニ

有

不

言
ナ
ラ

処

先
ツ

死
而
見

一
ツ
ノ
浄
国

者
地
蔵
所
居
之
土

。
即
地
蔵
経
ノ

所
説
閻
魔
王
（
６
・
ウ
）

界
之
辺
ニ

有
リ
ト

地
蔵
之
浄
土

云
云
。
又
三
宝
感
応
録
ニ

挙
ク

閻
魔
王
界
之
辺
ニ

有

化
城

以

下
品
之
善

住

彼
処

。
経
釈
明
白

也
。
是
不

言
之
一
也
。
亦
八
句
之
陀
羅
尼
者
不
空

索
神
変
真
言
経
之
所
説
大
興
善
寺
三
蔵
不
空
奉
詔
ヲ

訳
ル

也
。
彼
経
云
。

時
観
世

音
菩
薩
即
於

仏
前
ニ

諦
ニ

観

一
切

説

偏
解
脱
心
ノ

真
言
ヲ

曰
。

没
二
合

一

陀
羅
二

駄

駄

三

地
利
地（
７
・

オ
）
利
四

度

度

五

曼

入
縛

六

畝

七

縛
二
合

若
人
六
時
ニ

倍
々
復
精
進
シ
テ

如
ク

法
厳

治
シ

身
器
ヲ

依

法
ニ

持
誦
シ

満

一
洛
叉
ニ

是
業
成
熟
シ
テ

観
世
音
菩
薩
現

金
色
身
ヲ

当

截

無
始
一
切
ノ

根
本
ノ

重
罪
ヲ

若
不

現
者
復
倍
々

精
進
シ

誦
シ
テ
満

二
洛
叉
三
洛
叉
ニ

又
是
業
成
熟
観
世
音
菩
薩
定
テ

当
ニ

（
虫
損
）

現
■

身
執
テ

手
指
示
。
西
方
浄
土
阿
陀
仏
坐

宝
蓮
花
師
子

之
座
ニ

復
得

阿
陀
仏
（
７
・
ウ
）
手
ヲ

以
摩
ヘ
ル
ヲ

其
頭
ヲ

謂
同

彼
ノ

土
ノ

一
切
菩
薩
福
命
功
徳
ニ

捨

此
身
ヲ

後
チ

往
キ

於
西

方
安
楽
国
土
上
品
蓮
花
ニ

具
ヘ

諸
ノ

相
好
ヲ

識

宿
命
智
ヲ

得

不
退
転

已
上
。
如
是
深
秘
ノ

密
経
田
家
之
野
人
大
人
ス
ラ

尚
不

可
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知
。
况
ヤ

小
女
ヲ
ヤ

是
不

言
之
二
也
。
不
者
引
導
之
僧
者
地
蔵

。
亦
観
音

。
亦
不

可

知
。
地
蔵
者
六
道
之
能
化
。
観
音
亦
同
。
正

ク

向
テ

小
女
ニ

可

尋

結
縁
ノ

菩
薩

也
。
又
復
一
閣
ノ

有

僧
（
８
・
オ
）
俗
遊
戯
ル

者

是
生
ト

人
界
国
主
長
者
之
家

。
是
譬
喩
経

ノ

所
説
。
餓
鬼
五
百
歌
舞
シ
テ

而
行
。
好
人
五
百
啼
泣
シ
テ

而
遇
ヲ

或
人
有

問

仏
。
仏
ノ

言
ク

餓
鬼
ノ

家
ノ

子
孫
為
メ
ニ

其
カ

作

福
当

得

解
脱

故
ニ

歌
フ

好
人
カ

家
ノ

子
孫
唯
行

殺
害

将
ニ

受

大
苦

故
哭
ス
ト
已
上
。
加
之
荷

石
ヲ

遠
近
者
堆
厭
地
獄
亦

名

衆

合
地
獄

之
類

。
化
僧
袖
中
入
不
入
者
皆
是
善
悪
之
業
感

。
是
不

言
之
三
也
。（
８
・
ウ
）
又
復
入

山
刺

虫
生

瘡
報
者
雖

似

語
ニ

感
応
伝

ヲ

秦
ノ

安
義
高
陸
ノ
人
也
。
従

少
至

長
放

鷹
射
獲
ス

以
為

家
業
ト

一
日
所
殺
不

知

幾
千
ト
云
コ
ト
ヲ

邪
見
ノ

人
云
。
安
義
好

モ

殺
身

恙
カ

生
年
五
十
有
八
ニ
シ
テ

忽
発

瘡
病
ヲ

膿
血
穢
シ
テ

身
臭
気
不

可

親
附

義
婦
日
出
之
時
見
ニ

瘡
一
々
ノ

瘡
皆

似
タ
リ

鶏
ノ

嘴
シ
ニ

呼

児
子
ヲ

皆
云
似

鶏
ノ

嘴
ニ

更
ニ

告

親
属
ニ

皆
云
ク

。
如
ト

是
。
時
々
如

動
ク
カ

時
（
９
・
オ
）

馳

使
請

僧
道
俊
法
師

々
来
テ

問
フ

之
ヲ

義
云
。
身
心

（
虫
損
）

■

舂
。
閉
レ
ハ

目
見

無
量
ノ

鳥
獣

啄

食
骨
肉
ヲ

願
師
救
療

セ
ヨ

俊
ノ

曰
。
現
苦
如

此
。
况
ヤ

復
後
苦
ヲ
ヤ

須

懺

悔
ヲ
シ
テ
其
罪

帰

於
三
宝

及
以
告
普
賢
ノ

像

云
云
。
以

是
思
ニ

之
生
ハ

瘡

是
殺
生
之
華
也
。
報
罪
有

軽
重

故
有

其
差
異

至
重
キ

者
ノ
ハ

如

世
ノ

是
不

言
之
四
也
。
又
汝
還

人
世

者
帰

三
宝

濯

於
三
衣
等
ノ
（
９
・
ウ
）
善
自

本
小
女
所

不

知
。
善
悪
之
報
。
応
豈
可
ン
ヤ
誣
。
不

言

之
五
也
。
奥
州
会
津
一
男
士
之
事
追
テ

伝
ニ

其

事
ヲ

而
モ

其
名
字
死
日
恰
モ

如

符
契
ノ

依
之
親
属
尋
来
テ

聞

其
事
実
ヲ

落
涙
万
行
也
。
是
故
還

国
ニ

執
リ

行
フ
ト
慇
懃
之
追

善
ヲ

云
云
。
然
二
斗
之
事
者
法
花
陀
羅
尼
品
云
。
斗
秤
ヲ
以
欺

誑
ス
ト
人
ヲ

。
文
句
言
。
斗
ハ

則
小
ヲ
以
出
シ
テ
大
ヲ
以
入
。
秤
ハ

則
軽
ク

出
シ
テ
重
ク

入
ル

（
10
・
オ
）
欺
盗
之

尤

シ
キ

也
。
世
ニ

有
小
斗
ヲ
以

出
シ

大
斗
ヲ
以

入
ル
ニ

震
銘
ス
ル

其
皆
ニ

斯
罪
亦
不

軽
也
。
輔
正

記
云
。

震
ハ
雪
也
。
此
ノ
土
ノ
人
被

霹
靂
ヲ

死
ス

背
ノ
上
ニ
云
。
市
中
ニ
用
ト

小
斗
ヲ

五
字
也
。
皆
不

著

中
央
ノ
直

昼
ヲ

此
土
ニ
無

人
ノ
識
者
ノ

西
国
ノ
婆
罪
門
来
テ
見
テ
識
テ
著

中
央
ノ
一
ノ
直
昼
ヲ

則
成

五
字
ト

。

是
不

言
之
六
也
。
又
復
伯
父
カ

博
奕
壮
年
之
陰
悪
所

人
之
不

知
而
明
カ
ニ
告

之
。
且
ツ

教

懺
悔
帰
仏
ヲ

而
伯
父

顔
而
伏

膺
ス

之
ヲ

是
又
不

言

之
七
ツ

又
近
郷
遠
村
亡
父
母

等
之
生
平
（
10
・
ウ
）
之
所
作
死
亡
之
年
月
明
ニ

如

旧
識

又
受
報
之
軽
重
善
悪
豈
小
女
カ

出
ン
ヤ

於
臆
識
タ
リ

乎
。
是
不

言
之
八
也
。

故
評
シ
テ

其
ノ

五
三
ヲ

伝

末
聞
ニ

噫
道
也
者
在

正
理
ニ

而
不

有

人
仏
言
ク

依

義
不

依

語
ニ

依

法
ニ

不

依

人
ニ
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云
云
。
縦
令
ヒ

雖

小
女
之
野
語
ト

有
ラ
ハ

義
寧
ロ

捨

之
乎
。
知
法
之
人
知
ン
ト

之
云
云
。

元
禄
九
丙
子
春
仏
涅
槃
日
（
11
・
オ
）

越
之
後
州
新
潟
県
正
福
現
住

在
中

荷
風
子
釈
円
策
謹評
（
11
・
ウ
）

雲
州
大
原
郡
飯
田
村
無
量
山
西
方
禅
寺
本
尊
阿
弥
陀
如
来
春
日
之
作
也
。
此
本
尊
亦
者
号
焼
鉄
仏
。
昔
日
寺
内
有
老
婆
。
発
於
信
心
毎
朝
供

仏

。
敬
重
慇
懃
也
。
然
住
持
之
僧
邪
欲
之
心
深
シ
テ
而
呵
責
之
。
或
日
為

赴

他
所
ニ

鎖
シ
テ

於
米
櫃
ニ

遮

於
供
仏

故
老
婆
怒

住

僧
之
無
道
而
不
ル
コ
ト
ヲ

知

仏
恩
ヲ

以

斧
折

櫃
供
仏
如

常

。
住
僧
帰

寺
看
テ

其
形
勢
ヲ

瞋
嫌
之
（
12
・
オ
）
心
甚
タ

烈
シ
テ

以

焼
鉄
箸
ヲ

貫
ヌ
ク

老
婆
カ

之
面
上
ヲ

其
叫
声
恰
モ

如

叫
喚
地
獄
之
罪
人

而
後
チ

老
婆
心
安
然
ト
シ
テ

而
面
上
無

一
疵

然
本

尊
ノ

面
上
血
流
ル
コ
ト
如

滝
。
遊
童
愕
然
告
之
。
見
聞
之
僧
俗
無

不

驚
嘆

也
。
良
暫
ア
リ
テ
而
住
僧
失

於
本
心

狂
走
ス
ル
コ
ト
半
里
ハ
カ
リ

也
。
忽
吐
テ

血
而
死
ス

事
。
本
尊
于
今
血
流
ル

雖

以

漆
修

補
ス
ト
之

其
血
不
止
マ
ラ
云
云
。
彼
寺
者
三
山
和
尚
之
開
（
12
・
ウ
）
基
。

現
住
金
蔵
主
筆
記
之
趣
如
是
。（
13
・
オ
）

【
試
訓
読
】
＊
割
注
は
（

）
内
に
小
字
で
表
記
し
た
。
ま
た
、
振
り
仮
名
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。
適
宜
段
落
を
設
け
、
通
読
の
便
を
は
か
っ

た
。
誤
写
と

え
ら
れ
る
も
の
で
、
類
推
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

内
に
示
し
た
。

越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記

越後蒲原群少女感応記について



越
後
蒲
原
郡
小
女
感
応
記
全

小
女
感
応
記

越
之
後
州
蒲
原
郡
金
津
保
羽
生
田
村
に
野
夫
医
あ
り
。
そ
の
名
を
伝
吉
と
い
ふ
。
一
男
一
女
子
あ
り
。
男
子
は
幼
歳
よ
り
出
家
と
な
る
。

女
子
は
天
性
孝
心
あ
り
。
人
の
た
め
に
知
る
と
こ
ろ
な
り
。

と
き
に
元
禄
第
八
己
亥
十
二
月
廿
日
、
女
子
切
死
す
。
し
か
れ
ど
も
心
温
か
に
し
て
、
時
々
悲
喜
の
声
を
出
だ
す
。
故
に
こ
れ
を
葬
ら
ず
。

六
日
を
経
て
、
た
ち
ま
ち
蘇
る
。
身
体
平
日
の
ご
と
く
、
恙
な
し
。
父
母
に
語
り
て
い
は
く
。
わ
れ
命
終
ら
ん
と
欲
ふ
に
臨
み
て
、
一
の
黒

闇
処
を
見
る
。
漸
く
行
く
に
曠
茫
た
る
野
辺
に
出
づ
。
忽

と
し
て
化
僧
を
見
る
。
十
五
六
歳
の
人
の
ご
と
し
。
か
の
僧
、
女
に
一
の
怪
物

と（
形
束
束
の
ご
と
し
）

せ
て
樒
葉
一
枚
を
与
ふ
。
こ
れ
を
哺
ま
し
む
。
又
、
一
樹
あ
り
。
毘
蘭
と
名
づ
く
。
小
枝
を
折
ら
ん
と
欲
す
。
し
こ

う
し
て
そ
の
梢
を
見
る
に
人
の
皮
を
懸
た
り
。
故
に
怪
み
恐
れ
て
折
ら
ず
。
し
か
し
て
後
、
漸
く
進
む
に
、
た
ち
ま
ち
僧
俗
男
女
三
百
有
余
、

諸
所
よ
り
集
り
て
、
皆
僧
を
先
達
と
な
す
。
向
ふ
に
赴
き
、
宮
殿
あ
る
を
見
、
前
の
化
僧
四
十
人
を
迎
へ
、
門
中
に
入
ら
し
む
。
小
女
も
そ

の
一
人
な
り
。
門
中
の
宮
殿
魏
々
と
し
て
、
光
浄
厳
麗
し
。
そ
の
柱
映
徹
し
て
、
あ
た
か
も
瑠
璃
の
ご
と
し
。
こ
れ
に

せ
て
歓
喜
の
涙
忍

び
が
た
し
（
そ
の
時
小
女
、
流
涙
の
面
容
な
り
）
。
そ
の
堂
中
に
数
多
の
僧
俗
あ
り
。
皆
微
笑
の
貌
ば
せ
な
り
。

そ
の
中
に
従
弟
の
僧
あ
り
。
木
端
と
号
す
。
こ
の
僧
、
本
羽
生
田
村
浄
福
寺
（
禅
宗
也
）
某
甲
の
子
弟
に
し
て
、
苦
行
精
進
の
人
な
り
。
七

年
以
前
逝
去
す
。
今
、
そ
の
堂
中
に
あ
り
て
小
女
に
語
り
て
い
は
く
。
汝
何
ぞ
こ
こ
に
至
れ
る
や
。
父
母
悲
歎
す
る
こ
と
甚
し
。
速
か
に
帰

り
去
れ
と
云
云
。
小
女
答
へ
て
い
は
く
、
わ
れ
計
ら
ず
し
て
、
か
く
の
ご
と
き
厳
浄
の
国
土
に
来
た
れ
り
。
願
は
く
は
留
住
せ
ん
と
欲
ふ
な

り
。
か
の
僧
、
呵
し
て
い
は
く
。
こ
れ
汝
が
居
す
べ
き
所
に
あ
ら
ず
。
云
ひ
已
り
て
こ
れ
を
推
出
す
と
覚
ふ
。
そ
の
時
、
小
女
大
に
叫
ぶ（
そ

の
声
も
ま
た
小
女
の
死
骸
よ
り
出
づ
）
。
し
ひ
て
檐
の
下
に
隠
れ
ん
と
お
も
ふ
。
所
止
す
る
無
く
、
是
非
な
く
し
て
出
門
し
や
み
ぬ
。
そ
の
時
ま
た

前
の
化
僧
に
遇
ふ
。
し
か
し
て
木
端
、
呵
青
の
語
を
語
れ
ば
、
化
僧
の
い
は
く
。
か
く
の
ご
と
く
速
や
か
に
去
れ
と
云
云
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
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父
母
の
所
に
還
ら
ん
と
欲
ふ
も
、
路
を
知
ら
ず
。
時
に
化
僧
、
八
句
の
陀
羅
尼
を
授
け
て
い
は
く
。
こ
の
神
呪
を
誦
す
れ
ば
、
速
や
か
に
帰

路
を
弁
へ
ん
と
。
こ
れ
に
よ
り
て
神
呪
を
持
つ
こ
と
一
遍
に
し
て
こ
れ
を
覚
ゆ
。

ま
た
門
の
傍
ら
に
一
閣
あ
り
。
そ
の
中
に
お
い
て
僧
俗
遊
戯
す
と
見
ゆ
。
小
女
こ
の
化
僧
に
問
ふ
。
い
は
く
、
こ
れ
は
人
界
の
国
守
、
及

ん
で
も
つ
て
長
者
の
家
に
生
ず
る
。
福
徳
の
者
な
り
と
。
ま
た
一
河
原
に
赴
く
に
数
多
の
嬰
児
あ
り
。
各
石
を
荷
ふ
。
よ
つ
て
僧
に
問
ふ
。

答
へ
て
云
は
く
。
石
を
荷
ふ
者
、
一
日
或
は
一
度
の
者
、
二
度
の
者
、
十
度
の
者
あ
り
。
ま
た
遠
山
よ
り
荷
ひ
来
る
者
、
近
山
の
者
あ
り
。

こ
れ
、
前
業
の
厚
薄
に
よ
る
の
み
。

ま
た
、
そ
の
中
に
、
小
女
の
従
弟
の
腰
を
挽
け
る
あ
る
者
、
石
を
荷
ひ
て
山
麓
よ
り
来
た
る
。
進
む
こ
と
を
え
ず
し
て
悲
を
見
ゆ
。
そ
の

時
小
女
、
声
を
あ
げ
て
啼
泣
す
（
小
女
の
死
骸
に
叫
声
あ
り
）
。
し
か
し
て
後
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
一
山
猛
火
と
な
る
。
か
の
僧
錫
杖
を
も
つ
て

こ
れ
を
救
ふ
。
漸
く
一
両
人
、
福
中
に
入
る
。
小
女
そ
の
故
を
問
ふ
。
化
僧
答
へ
て
云
は
く
。
わ
が
福
中
に
入
る
も
の
は
、
人
界
の
父
母
兄

弟
等
に
追
善
を
な
す
者
な
り
。
属
等
に
悪
を
な
し
て
、
亡
者
を
顧
ざ
る
族
多
し
。
故
に
わ
が
手
に
入
ら
ざ
る
者
、
多
な
り
。
ま
た
小
女
が
従

弟
、
あ
る
日
、
新
潟
に
赴
か
ん
と
欲
ふ
と
き
、
水
に
溺
れ
て
死
す
る
あ
り
。
ま
た
、
そ
の
相
を
見
る
に
、
小
舟
二
艘
組
合
て
、
河
を
渡
ら
ん

と
欲
し
て
舟
を
覆
は
す
。
叫
び
て
河
中
に
入
れ
ば
、
数
多
の
小

、
そ
の
頭
上
を

ふ
を
見
る
。
或
は
二
人
三
人
所
し
て
繫
が
れ
、
沈
む
者
、

た
ち
ま
ち
火
燃
え
て
焼
失
す
る
を
見
る
。
或
は
大
勢
声
を
あ
げ
て
河
の
上
に

る
。
刃
流
れ
て
段
々
切
り
割
く
を
見
る
。
或
は
、
罪
人
大
き

に
叫
ぶ
声
の
下
に
、
猛
火
起
き
て
尽
し
て
焼
く
あ
り
。
或
は
大
な
る
橋
あ
り
。
牛
頭
馬
頭
の
鬼
、
諸
罪
人
を
逐
ひ
て
、
橋
を
渡
ら
し
む
。
漸
々

細
く
な
る
。
終
に
橋
折
れ
て
、
没
入
す
れ
ば
ま
た
、
猛
火
燃
え
来
た
る
に
、
罪
人
を
焼
く
を
見
る
。
或
は
大

中
に
熱
湯
充
満
せ
り
。
黒
色

の
大
鬼
、
火
を
焼
き
、
湯
を
湧
か
す
。
罪
人
空
よ
り
落
つ
れ
ば
、

中
に
倒
る
る
ま
ま
に
、
熱
洋
鉄
終
に
涸
し
、
罪
人

ら
る
。
黒
炭
の
ご

と
し
。
時
に
た
ち
ま
ち
火
起
き
て
、
焼
き
尽
す
を
見
る
。
そ
の
時
、
鬼

に
向
き
息
を
吹
く
。
熱
鉄
も
と
の
ご
と
く
湧
く
。
苦
相
同
前
な
り
。

ま
た
、
大
な
る
男
あ
り
。
小
童
の
為
に
刃
殺
さ
る
。
僧
小
女
に
語
り
て
い
は
く
。
汝
、
見
る
や
否
や
。
こ
の
大
男
口
を
も
つ
て
人
を
殺
す
。

故
に
今
、
か
く
の
ご
と
き
報
ひ
を
受
く
。
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小
女
、
小
罪
も
ま
た
そ
の
報
ひ
を
受
る
や
。
僧
答
ふ
。
こ
れ
を
受
け
、
そ
の
証
を
知
ら
し
む
。
汝
、
去
年
七
月
、
採
薪
の
為
、
山
に
入
り

し
時
、
樹
枝
に
虫
有
り
。
汝
、
小
枝
を
も
つ
て
こ
れ
を
刺
す
。
二
度
し
て
地
に
落
つ
。
尤
も
虫
死
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
虫
を
悩
ま
す
報
ひ
あ

り
。
汝
、
す
な
は
ち
眼
下
口
傍
に
瘡
を
生
ず
。
そ
の
現
報
な
り
と
。
小
女
こ
れ
を
聞
き
、
か
つ
驚
き
、
か
つ
怖
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
活
き

て
後
、
鏡
に
向
ひ
自
面
を

れ
ば
、
依
然
と
し
て
瘡
生
ず
。
ま
た
僧
、
小
女
に
告
げ
て
い
は
く
。
汝
、
人
界
に
還
り
て
後
、
放
逸
す
る
な
か

れ
。
専
ら
三
宝
を
念
じ
、
三
衣
を
濯
ふ
べ
し
。
そ
の
功
徳
莫
大
な
り
。
濯
衣
の
汁
を
不
浄
の
地
に
捨
つ
る
な
か
れ
。
ま
た
、
捨
し
時
は
必
ず

三
拝
せ
よ
。
川
に
捨
つ
れ
ば
、
魚
鼈
そ
の
汁
を
啜
る
も
の
は
、
小
身
を
大
身
に
転
じ
、
山
に
捨
つ
れ
ば
、
草
木
諸
虫
、
生
を
転
じ
終
に
仏
道

に
近
づ
く
云
云
。

来
、
一
向
に
陀
羅
尼
を
誦
し
、
本
家
に
還
ら
ん
と
欲
ふ
。
中
路
に
ま
た
、
二
鬼
呵
責
の
鋒
を
も
つ
て
罪
人
を
待
つ
相
あ
り
。
そ
の
形
勢
、

は
な
は
だ
怖
る
べ
し
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
一
心
に
僧
命
の
ご
と
く
、
神
呪
を
誦
し
て
こ
の
処
を
過
ぐ
。
前
路
を
見
れ
ば
一
男
士
あ
り
。

小
女
に
向
か
ひ
掌
を
合
は
せ
語
り
て
い
は
く
。
わ
れ
は
こ
れ
奥
州
会
津
細
川
七
兵
衛
の
次
男
、
才
兵
衛
と
い
ふ
者
な
り
。
今
月
廿
一
日
に
死

す
。
し
か
る
に
某
、
人
世
に
あ
り
。
貪
欲
無
道
に
し
て
二
舛
二
秤
を
も
つ
て
人

（
虫
損
）

を
■
惑
す
。
さ
ら
に
後
世
の
有
る
こ
と
を
信
ぜ
ず
。
こ
れ
に

よ
つ
て
三
宝
に
帰
せ
ず
。
故
に
た
ち
ま
ち
地
獄
に
赴
く
。
汝
、
善
縁
あ
り
。
人
界
に
帰
る
に
値
ふ
。
予
が
一
の
幸
な
り
。
こ
の
趣
を
わ
が
本

国
の
眷
属
に
伝
へ
よ
。
わ
れ
の
為
に
、
追
善
救
苦
の
法
を
な
さ
ん
こ
と
を
憑
む
。
し
か
ら
ば
証
拠
物
を
遣
は
さ
ん
。
小
女
語
ら
は
ず
し
て
い

は
く
。
わ
れ
幼
年
な
り
。
奥
州
の
方
角
を
知
ら
ず
。
い
か
ん
し
て
こ
れ
を
通
さ
ん
。
件
の
男
の
、
か
つ
恨
み
、
か
つ
泣
く
。
そ
の
時
、
二
鬼

飛
び
来
た
り
て
提
げ
去
る
と
云
云
。

し
か
し
て
、
小
女
六
日
し
て
蘇
息
す
。
父
母
悦
び
て
安
否
を
問
ふ
。
父
母
に
対
し
て
、
上
事
を
語
る
。
ま
た
伯
父
呼
び
て
、
告
げ
て
い
は

く
。
博
奕
を
公
事
と
す
。
こ
れ
大
罪
な
り
。
そ
の
う
へ
、
壮
歳
こ
れ
あ
り
。
他
の
金
銀
を
盗
み
、
一
女
を
削
り
取
る
こ
と
、
い
ま
だ
死
せ
ず

と
い
へ
ど
も
、
そ
の
報
ひ
悪
道
に
あ
り
て
、
待
つ
こ
と
あ
る
が
ご
と
し
。
速
や
か
に
懺
悔
し
て
三
宝
に
帰
し
た
ま
へ
と
。
伯
父
聞
き
て
心
を

冷
や
し
、

面
す
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
近
里
遠
村
歩
を
運
び
、
人
々
、
先
祖
の
生
処
を
問
ふ
。
一
つ
も
擬
議
せ
ず
。
生
平
所
作
の
事
業
、
死
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生
の
年
月
日
時
、
当
来
の
苦
報
、
問
に
随
ひ
て
こ
れ
に
答
ふ
。
谷
響
の
ご
と
し
。
し
か
れ
ど
も
、
十
人
の
内
、
過
半
は
悪
道
に
随
ふ
と
い
へ

り
。
そ
の
一
々
の
事
、
枚
挙
す
る
に
遑
あ
ら
ず
云
云
。

こ
れ
予
が
小
弟
、
小
女
の
直
説
を
聞
く
。
こ
れ
を
謄
写
す
る
こ
と
、
く
だ
ん
の
ご
と
し
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
こ
れ
を
信
ず
る
者
あ
り
、

こ
れ
を
誹
す
る
者
あ
り
。
故
に
予
、
評
し
て
い
は
く
。

小
女
の
語
、

言
に
似
た
り
と
い
へ
ど
も
、

言
な
ら
ざ
る
処
あ
り
。
ま
づ
、
死
し
て
一
つ
の
浄
国
を
見
る
と
は
、
地
蔵
所
居
の
土

。

す
な
は
ち

地
蔵
経

の
所
説
、
閻
魔
王
界
の
辺
に
地
蔵
の
浄
土
あ
り
と
云
云
。
ま
た
、

三
宝
感
応
録

に
閻
魔
王
界
の
辺
に
、
化
城
あ
る

こ
と
を
あ
ぐ
。
下
品
の
善
を
も
つ
て
、
か
の
処
に
住
す
。
経
釈
明
白
な
り
。
こ
れ
不

言
の
一
な
り
。

ま
た
、
八
句
の
陀
羅
尼
は
、

不
空

索
神
変
真
言
経

の
所
説
、
大
興
善
寺
三
蔵
不
空
、
詔
を
奉
じ
て
訳
す
る
な
り
。
か
の
経
に
い
は

く
。
と
き
に
観
世
音
菩
薩
、
す
な
は
ち
仏
前
に
お
い
て
、
諦
に
一
切
を
観
じ
、

偏
解
脱
心
の
真
言
を
説
き
て
い
は
く
。

没
二
合

一

陀
羅
二

駄

駄

三

地
利
地
利
四

度

度

五

曼

入
縛

六

畝

七

縛
二
合

若
人
、
六
時
に
ま
す

ま
す
、
ま
た
法
の
ご
と
く
精
進
し
て
、
身
器
を
厳
治
し
、
法
に
よ
り
持
誦
し
、
一
洛
叉
に
満
ち
ぬ
。
是
業
成
熟
し
て
観
世
音
菩
薩
、
金
色
身

を
現
ず
。
ま
さ
に
無
始
一
切
の
根
本
の
重
罪
を
截
つ
べ
し
。
も
し
現
ぜ
ず
ば
、
ま
た
ま
す
ま
す
精
進
し
誦
し
て
、
二
洛
叉
三
洛
叉
に
満
ず
べ

し
。
ま
た
是
業
成
熟
の
観
世
音
菩
薩
、
定
ん
で
ま
さ
に
身
を
現
じ
、
手
を
執
り
て
指
示
す
べ
し
。
西
方
浄
土
阿
陀

阿
弥
陀

仏
、
宝
蓮
花

師
子
の
座
に
坐
す
。
ま
た
阿
陀

阿
弥
陀

仏
、
手
を
も
つ
て
、
そ
の
頭
を
摩
べ
る
を
得
。
謂
は
く
、
彼
の
土
の
一
切
菩
薩
福
命
功
徳
に
同

じ
て
此
身
を
捨
つ
。
後
、
西
方
安
楽
国
土
上
品
蓮
花
に
往
き
、
諸
の
相
好
を
具
へ
、
宿
命
智
を
識
り
、
不
退
転
を
得
。
已
上
。
か
く
の
ご
と

く
深
秘
の
密
経
、
田
家
の
野
人
大
人
す
ら
、
な
ほ
知
る
べ
か
ら
ず
。
い
は
ん
や
小
女
を
や
。
こ
れ
、
不

言
の
二
な
り
。

不
者
引
導
の
僧
は
、
地
蔵
か
。
ま
た
観
音
か
。
ま
た
知
る
べ
か
ら
ず
。
地
蔵
は
六
道
の
能
化
な
り
。
観
音
も
ま
た
同
じ
。
正
し
く
小
女
に

向
か
ひ
て
結
縁
の
菩
薩
を
尋
ぬ
べ
き
な
り
。
ま
た
一
閣
の
僧
俗
遊
戯
す
る
者
あ
り
。
こ
れ
人
界
国
主
長
者
の
家
に
生
ず
と
。
こ
れ

譬
喩
経
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の
所
説
な
り
。
餓
鬼
五
百
歌
舞
し
て
行
く
。
好
人
五
百
啼
泣
し
て
遇
ふ
を
、
或
人
仏
に
問
ふ
こ
と
あ
り
。
仏
の
の
た
ま
は
く
、
餓
鬼
の
家
の

子
孫
、
そ
れ
が
為
に
福
を
な
し
、
ま
さ
に
解
脱
を
得
べ
し
。
故
に
歌
ふ
。
好
人
が
家
の
子
孫
、
た
だ
殺
害
を
行
じ
、
ま
さ
に
大
苦
を
受
く
べ

し
。
故
に
哭
す
と
。
已
上
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
石
を
荷
ふ
遠
近
は
堆
厭
地
獄
（
ま
た
衆
合
地
獄
と
名
づ
く
）
の
類
か
。
化
僧
の
袖
中
に
入
る
入

ら
ぬ
は
、
皆
こ
れ
善
悪
の
業
感
か
。
こ
れ
不

言
の
三
な
り
。

ま
た
山
に
入
り
、
虫
に
刺
さ
れ
、
瘡
を
生
ず
る
報
ひ
は
、

語
に
似
る
と
い
へ
ど
も
、

感
応
伝

を

ふ
る
に
、
秦
の
安
義
は
高
陸
の
人

な
り
。
少
き
よ
り
、
長
に
至
る
ま
で
鷹
を
放
ち
射
獲
す
る
に
、
も
つ
て
家
業
と
な
す
。
一
日
に
殺
す
と
こ
ろ
、
幾
千
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
。

邪
見
の
人
い
は
く
、
安
義
は
殺
を
好
む
と
も
身
恙
な
し
。
生
年
五
十
有
八
に
し
て
、
た
ち
ま
ち
瘡
病
を
発
す
。
膿
血
身
穢
し
て
身
の
臭
気
、

親
附
す
べ
か
ら
ず
。
義
が
婦
、
日
出
の
時
に
瘡
を
見
る
に
一
々
の
瘡
、
皆
鶏
の
嘴
に
似
た
り
。
児
子
を
呼
ぶ
に
皆
、
鶏
の
嘴
に
似
た
り
と
い

ふ
。
さ
ら
に
親
属
に
告
ぐ
。
皆
い
は
く
。
か
く
の
ご
と
し
と
。
こ
れ
時
々
動
く
が
ご
と
し
。
と
き
に
使
を
馳
せ
て
僧
道
俊
法
師
を
請
ふ
。
師

来
た
り
て
こ
れ
を
問
ふ
。
義
い
は
く
。
身
心
う
す
づ
く
が
ご
と
し
。
目
を
閉
づ
れ
ば
、
無
量
の
鳥
獣

し
、
骨
肉
を
啄
食
む
と
見
ゆ
。
願

は
く
は
師
救
療
せ
よ
。
俊
の
い
は
く
。
現
苦
か
く
の
如
し
。
い
は
ん
や
、
ま
た
後
苦
を
や
。
す
べ
か
ら
く
そ
の
罪
、
懺
悔
を
し
て
三
宝
に
帰

し
及
び
、
も
つ
て
普
賢
の
像
に
告
ぐ
べ
し
と
云
云
。
こ
れ
を
も
つ
て
思
ふ
に
、
瘡
を
生
ず
る
は
こ
れ
、
殺
生
の
華
な
り
。
罪
に
報
ひ
ん
に
軽

重
あ
り
。
故
に
そ
の
差
異
あ
り
。
至
て
重
き
者
は
、

世
の
ご
と
し
。
こ
れ

な
ら
ざ
る
言
の
四
な
り
。

ま
た
汝
、
人
世
に
還
ら
ん
は
三
宝
に
帰
し
、
三
衣
等
の
善
を
濯
が
ん
は
、
も
と
よ
り
小
女
知
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
善
悪
の
報
ひ
な
り
。

ま
さ
に
あ
に
誣
す
べ
け
ん
や
。

な
ら
ざ
る
言
の
五
な
り
。

奥
州
会
津
の
一
男
士
の
事
、
追
て
そ
の
事
を
伝
ふ
。
し
か
も
そ
の
名
字
死
日
、
あ
た
か
も
符
契
の
ご
と
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
親
属
尋
ね
来

て
、
そ
の
事
実
を
聞
く
。
落
涙
万
行
な
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
、
国
に
還
り
、
慇
懃
の
追
善
を
執
り
行
な
ふ
と
云
云
。
し
か
る
に
、
二
斗
の
事

は
、

法
花
陀
羅
尼
品

に
い
は
く
。
斗
秤
を
も
つ
て
人
を
欺
誑
す
と
。

文
句

に
い
は
く
。
斗
は
す
な
は
ち
、
小
を
も
つ
て
出
だ
し
て
大

を
も
つ
て
入
る
。
秤
は
す
な
は
ち
、
軽
く
出
だ
し
て
重
く
入
る
。
欺
盗
の
は
な
は
だ
し
き
な
り
。
世
に
あ
る
小
斗
を
も
つ
て
出
だ
し
、
大
斗
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を
も
つ
て
入
る
る
に
、
震
そ
の
皆
に
銘
ず
る
。
か
か
る
罪
も
ま
た
軽
か
ら
ざ
る
な
り
（

輔
正
記

に
い
は
く
。
震
は
雪
な
り
。
こ
の
土
の
人
、
霹
靂

を
被
り
死
す
。
背
の
上
に
い
は
く
。
市
中
に
小
斗
用
ふ
と
。
五
字
な
り
。
皆
中
央
の
直
昼
を
著
さ
ず
。
こ
の
土
に
人
の
識
る
も
の
な
し
。
西
国
の
婆
罪
門
、
来

た
り
て
見
て
、
識
り
て
中
央
の
一
の
直
昼
を
著
す
。
す
な
は
ち
五
字
と
な
る
）
。
こ
れ
不

言
の
六
な
り
。

ま
た
伯
父
が
博
奕
壮
年
の
陰
悪
、
人
の
知
ら
ざ
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
明
ら
か
に
こ
れ
を
告
ぐ
。
か
つ
懺
悔
帰
仏
を
教
ふ
。
し
か
し
て
伯
父
、

顔
し
て
こ
れ
を
伏
膺
す
。
こ
れ
ま
た

な
ら
ざ
る
言
の
七
つ
な
り
。

ま
た
、
近
郷
遠
村
の
亡
父
母
等
の
生
平
の
所
作
、
死
亡
の
年
月
、
明
ら
か
に
旧
識
の
ご
と
し
。
ま
た
受
報
の
軽
重
善
悪
、
あ
に
小
女
が
臆
識

た
り
を
出
で
ん
や
。
こ
れ
不

言
の
八
な
り
。

故
に
そ
の
五
三
を
評
し
て
、
末
聞
に
伝
ふ
。
噫
、
道
な
る
は
正
理
に
あ
り
。
し
か
し
て
人
に
あ
ら
ざ
る
仏
の
た
ま
は
く
。
義
に
よ
り
て
、

語
に
よ
ら
ざ
れ
。
法
に
よ
り
て
、
人
に
よ
ら
ざ
れ
と
云
云
。
た
と
ひ
小
女
の
野
語
と
い
へ
ど
も
、
義
あ
ら
ば
む
し
ろ
こ
れ
を
捨
つ
る
や
。
知

法
の
人
、
こ
れ
を
知
ら
ん
と
云
云
。

元
禄
九
丙
子
春
仏
涅
槃
日

越
之
後
州
新
潟
県
正
福
現
住

在
中

荷
風
子
釈
円
策
謹
評

雲
州
大
原
郡
飯
田
村
無
量
山
西
方
禅
寺
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、
春
日
の
作
な
り
。
こ
の
本
尊
ま
た
は
焼
鉄
仏
と
号
す
。
昔
日
、
寺
内
に
老

婆
あ
り
。
信
心
を
発
し
毎
朝
仏

を
供
ふ
。
敬
重
慇
懃
な
り
。
し
か
る
に
住
持
の
僧
、
邪
欲
の
心
深
く
し
て
、
こ
れ
を
呵
責
す
。
或
日
、
他

所
に
赴
か
ん
為
、
米
櫃
に
鎖
し
て
供
仏
を
遮
ぐ
。
故
に
老
婆
、
住
僧
の
無
道
に
し
て
、
仏
恩
知
ら
ざ
る
こ
と
を
怒
る
。
斧
を
も
つ
て
櫃
を
折

り
、
供
仏
す
る
こ
と
常
の
ご
と
し
。
住
僧
寺
に
帰
り
、
そ
の
形
勢
を
看
て
瞋
嫌
の
心
、
は
な
は
だ
烈
し
く
し
て
焼
鉄
箸
を
も
つ
て
、
老
婆
が

面
上
を
貫
く
。
そ
の
叫
声
あ
た
か
も
叫
喚
地
獄
の
罪
人
の
ご
と
し
。
し
か
し
て
後
、
老
婆
の
心
安
然
と
し
て
、
面
上
一
疵
も
な
し
。
し
か
る

越後蒲原群少女感応記について



に
本
尊
の
面
上
、
血
流
る
る
こ
と
滝
の
ご
と
し
。
遊
童
愕
然
と
し
て
こ
れ
を
告
ぐ
。
見
聞
の
僧
俗
驚
嘆
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
や
や
暫
あ
り
て

住
僧
本
心
を
失
ひ
、
狂
走
す
る
こ
と
半
里
ば
か
り
な
り
。
た
ち
ま
ち
血
を
吐
て
死
す
事
。
本
尊
、
今
に
血
流
る
。
漆
を
も
つ
て
こ
れ
を
修
補

す
と
い
へ
ど
も
そ
の
血
止
ま
ら
ず
と
云
云
。
か
の
寺
は
三
山
和
尚
の
開
基
な
り
。
現
住
金
蔵
主
筆
こ
れ
を
記
す
趣
、
か
く
の
ご
と
し
。
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